レポート作成技術２
５

本日の課題
①レポートの構成は？
　②レポートはどのように書く？
　③レポート課題は？
１．論文やレポートの基本構成
	テーマ
	目的
	大構成
	小構成

	①何をしたのか
	問いを立てる
	序論
	1.目的
2.先行研究
3.研究方法

	②どのようにしたのか
	問いに答える過程を述べる
	本論
	4.結果と分析
5.考察

	③どうなったのか
　それはなぜか
	研究全体のまとめ
	結論
	6.結論

	④論拠は正しいのか
	客観性や再現性を高める
	引用
・参考元
	7.引用文献
8.参考文献



２．レポート作成実習
次の五つの事実を利用して、「なぜ右利きの人が多いのか」についてレポートしなさい。
事実①　公益社団法人日本ユネスコ協会(2020).世界遺産リスト. https://www.unesco.or.jp/activities/isan/worldheritagelist/.2020年6月27日
アルゼンチンにクエバ・デ・ラス・マノス（「手の洞窟）の意」という、800もの手の跡が残されているという洞窟がある。洞窟の壁に手をつき、その周りに塗料を吹き付けることで、手形を浮き上がらせている。この手形の約９割が左手である。利き手で塗料を入れたパイプを持ち、吹き付けて作られていると考えられ、彼らがパイプを右手で持っていたことを示唆している。絵具には鉱物が使われており、それを吹き付けるのに使われた骨製のパイプが見つかっているため、この手形は約2500年前に付けられたものであることが分かっている。手形のサイズは13歳くらいの少年と同じようにも見えるが、彼らが現代人よりも小柄であったであろうことを考慮すれば、手形を印すという行為は、聖地であった洞窟における成人通過儀礼であったと考えられている。










事実②　総務省統計局(2020).世界の統計2020https://www.stat.go.jp/data/sekai/0116.html.2020年6月27日
現在、世界の人口はおよそ77億人で、どの文化圏でも右利きと左利きの比率は９：１である。





事実③　藤尾慎一郎(1999)「福岡平野における弥生文化の成立過程」国立民俗博物館研究報告,77,51-84
狩猟は漁労や採集活動と並んで、人間社会の最初期から存在する生業とされている。（狩猟採集社会） アフリカ熱帯雨林に暮らす人々や、日本における銃を用いた大型獣の狩猟などは、集団によって行われる。そのため、ヒトは狩りをするために集団で生活するようになり、獲物を追い詰めるため言語が発達していった。






事実④　脳科学辞典(2017).「言語起源」https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%A8%80%E8%AA%9E%E8%B5%B7%E6%BA%90.2020年6月27日
240万年～180万年前にアフリカのタンザニア地域に最古の人類の一種、ホモ・ハビリスが生存していた。彼らは、食べ物を手で持って咥え、逆の手に持った石の斧で切って食べていたと推測されており、前歯の表面にある細かい傷の方向から、約６割が右利きだったことが分かっている。







事実⑤　脳科学辞典(2014)https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%A8%80%E8%AA%9E%E4%B8%AD%E6%9E%A2.2020年6月27日
ヒトの脳は右脳と左脳で働きが異なり、左脳は右半身、右脳は左半身の働きをコントロールしている。言葉を話すときに使う言語野は左脳にある。






３．レポート構成を練る
	小構成
	内容

	１．目的
	・
・

	２．先行研究
	（今回は項目を削除する）

	３．研究方法
	文献調査を実施する

	４．結果と分析
	

	５．考察
	


	６．結論
	１~５をまとめる

	７．参考文献
	事実①~⑤の出典を示す





４．序論を整理する（目的・先行研究・研究方法）
目的
・書き出しは一般論
　


・言葉を定義づける
　　捉え方が複数ある言葉の範囲を限定し、読者の理解を促す
＊「右利き」にはどのような定義付けが必要だろう？




・リサーチクエスチョンと研究テーマの関係・違いを説明する
　　リサーチクエスチョン：研究の動機となる、解明・解決したいこと
＝「なぜ右利きの人が多いのか」
研究テーマ：リサーチクエスチョンを解明するために解決する事象
　＊報告から、研究テーマを何にすれば、リサーチクエスチョンが解明できるだろう？




　研究方法：研究や実験の方法を示す
　　・研究や実験を第三者が行っても同じような結果が得られるよう＝再現性の確保
　　　＊今回は文献調査（報告書から）だが、どのように方法を示せるだろう？資料を利用し、人類史について文献を調査した。使用した資料は、
[bookmark: _GoBack]・公益社団法人日本ユネスコ協会(2020).世界遺産リスト，……

　　


５．本論を整理する（結果と分析、考察）
　結果と分析：データ示し、データを統計処理して、図・表・グラフを作成する
　　・量的研究の場合は結果をグラフ化する。
　　・質的研究の場合は結果を図や表にまとめる。＊今回のレポートでは省略する
　　　＊データとして扱える報告は何だろう？





　考察：結果と他のデータや事実から、見えないメカニズムを推論する
　　・結果を別の既成データや事実と比較して、自分の見解を論理的に述べる
　　　＊比較に使える報告は何だろう？




６．結論を整理する（結論）
　結論：全体（リサーチクエスチョン、答え、根拠）の要約を示す
　　＊結論だけで独立した章となるように、再度、全体を要約する
＊答えの限界、未解決のこと、新たに出てきた疑問、今後取り組むべき課題を示し、今後の研究発展を助ける

７．引用・参考文献の内容
文中に他人が作成した文章を使用する＝引用
　文を書くために、特定の資料を使用する＝参考
　＊文献一覧の示し方（再掲載）
	書籍
	著者（発行年）．『書名』．出版社　←書籍は『　』で書名を囲む
例）岡本尚也（2018）．『課題研究メソッド』．啓林館

	論文
	　　著者（発行年）．「論文タイトル」．雑誌名,巻数（号数）,ページ
例）太田時男. (1974). 「水素エネルギー・システムの基礎課題」. 日本物理学会誌, 29(7), 567-575.　　　↑論文は「　　」でタイトルを囲む

	web
	　　作成者（公開年）．webページのタイトル．URL．アクセスした日付け
例）文部科学省(2019) .平成30年版 科学技術白書. http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa201801.html.　2019年4月13日.



８．校閲する
　①動詞と時制
　・論文の構成により、よく使われる思考・伝達動詞と時制がある
	目的（現在形）
	述べる、論じる、扱う、議論する、報告する、紹介する、明らかにする、示す、主張する、提案する

	資料（現在進行形）
	指摘している、言及している、触れている、引用している、挙げている、紹介している

	結果（過去形）
	調べた、調査した、分析した、検討した、実験した、測定した、観察した、記録した、収集した、使用した

	分析（過去形）
	わかった、あきらかになった、見られた、現れた

	考察（現在形）
	思われる、考えられる、見られる、言える

	結論（過去形）
	「目的」の動詞の過去形


　②書き言葉を使用する
　　「　」は引用、語として誤解を避ける場合に使用する。強調の「　」は使用しない
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